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研究成果の概要（和文）：本研究では、マイクロファイナンス機関（Microfinance Institutions, 以後MFI）や
商業銀行の経営・貸出行動の変化を貧困削減と収益性の面から定量的に分析した。特に（１）近年のカンボジア
の金融機関の参入の増加による競争の激化に伴う経営効率性や経営特性の変化について個別の金融機関のデータ
を収集し、分析を行った。さらに（２）2017年4月に施行された金利キャップ規制がMFIの貧困削減と収益性に対
する経営姿勢にどのような影響を与えたかを現地で詳細なデータを収集し、分析を行った。

研究成果の概要（英文）：In this study, we empirically analyzed changes in management and lending 
behavior of microfinance institutions (MFI) and commercial banks from the perspective of poverty 
reduction and profitability. In particular, we analyzed the changes in management and efficiency by 
collecting the data of financial institutions. Furthermore, (2) we collected granular  data of MFI's
 lending, and analyzed how the interest rate cap regulation that came into effect in April 2017 
affected MFI's poverty reduction and management attitude toward profitability.

研究分野：開発経済学

キーワード： 金融包摂　金融機関の行動　マイクロファイナンス　カンボジア　貧困削減　規制

  ５版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
途上国の金融機関に関しての金融包摂と規制の関係に関する研究蓄積はまだ浅く、適切な制度設計が難しい状況
である。特に、近年は多くの国でマイクロファイナンス機関に関する研究が盛んに行われているものの、貸出レ
ベルなどの詳細なデータを用いて詳細に貸出行動を分析した研究は少ない。この点において、本研究ではカンボ
ジアでの詳細な金融機関および貸出レベルでのデータを収集し、実証的にこの関係性を明らかにしたことに学術
的な意義がある。また、本研究成果は、カンボジアだけでなくその他途上国において、金融機関の行動を把握
し、適切な規制や金融政策を実行していく上での有益な知見を提供する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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研究開始当初の背景 
 途上国において、多くの家計や企業は金融発展の遅れにより資金制約に陥っており、そ
れが生産性の低さに繋がっている。そのため、金融発展を促し、より多くの企業や家計を金
融セクターに包摂されること（金融包摂）が貧困削減につながると考えられており、金融セ
クターの中心的な役割を担う商業銀行やマイクロファイナンス機関を政策的に発展させ、
うまく機能させることが重要と考えられている。特に、マイクロファイナンス機関は従来型
の銀行貸出から排除されてしまう貧困層にも、独特の貸出技術を用いることで、あるいはド
ナーからの金利の低い資金調達を通じて貸出を行うことができる機関であり、金融包摂を
通じて貧困削減への中心的な役割を担っている。しかし、近年のマイクロファイナンス機関
同士の競争に伴い貧困削減から利益志向に経営姿勢がシフトしてしまう現象や、規制があ
いまいであることが多いためMFI が乱立し過剰な競争が生まれてしまっていることが問題
として挙がっている。 
しかし、このような問題がみられる中で、マイクロファイナンス機関は多くの国で規制が
未整備な状態であり、その国のMFI の経営状況や貸出行動を包括的にとらえられるデータ
は少なく、個々のMFI の行動に注目した研究の蓄積は少ない。そのため、マイクロファイ
ナンス機関に対して、どういった規制を用いることが最適かといった議論が適切に行われ
ていない状態がしばしばみられる。特に、カンボジアのマイクロファイナンス部門では、２
０１７年に１８％の貸出上限金利規制が施行されたが、貧困層向けのマイクロファイナン
ス機関の貸出金利はこれより高い水準であったため、規制後に貧困層向けの貸出が難しく
なったといわれている。 
 
研究の目的 
本研究では、カンボジアのマイクロファイナンス機関（Microfinance Institutions, 以後
MFI とする）や商業銀行の経営・貸出行動の変化を貧困削減と収益性の面から定量的に分
析する。特に、（１）近年のカンボジアではMFI の商業化の進行や一般的な金融機関の数が
増えたことによる競争の激化がみられる。そのため、それに伴うMFI や商業銀行の経営特
性の変化と貧困削減と収益性に対する姿勢、そして経営効率性の変化について個別の金融
機関のデータ用いて定量的に分析を行う。さらに、（２）2017 年 4月に施行された金利キャ
ップ規制がMFI のアウトリーチとサステナビリティに対する経営姿勢にどのような影響を
与えたかを分析し、MFI の貸出行動・経営行動、ならびにMFI の経営効率の改善に向けた
政策提言を行うことを目的とする。  
 
研究の方法 
（１） 経営の変化に関する分析では、カンボジア国立銀行（National Bank of Cambodia）
が公表するデータより、商業銀行およびMFI の財務・貸出データを収集した。これ
を利用して、商業銀行やMFI の費用関数を推定し、規模経済性の有無の検証を行っ
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た。また、Stochastic Frontier Analysis や Data Envelopment Analysis の手法を用い
て、経営効率性および経営特性の変化を分析した。 

（２） 貸出金利キャップの影響の分析では、カンボジア信用局（Credit Bureau Cambodia、
以後 CBC）が収集している各銀行の貸出データを利用して、貸出金利キャップ規制
導入前後での銀行の貸出行動の変化をDIDの形で分析を行った。また、どういった
顧客に影響があったかという分析も同様のアプローチで行った。さらに、2019 年に
家計調査として、2017 年以前に MFI の顧客だった家計を中心に 1,000 家計にイン
タビュー調査を行った。この時も、CBC のデータをもとに、2017 年以前の家計を
特定したうえで同家計のトラッキングを行い、2019 年の状況について聞き取り調査
を行った。そこで得られた家計データを利用しての分析も行った。 

 
研究成果 
本研究から得られた成果としては、 
（１） 商業銀行に関しては、全体的な経営効率性が低く、経営改善によってより効率的な
資金動員が可能であることを示唆する結果が得られた。また、カンボジアのMFI の
経営は分析期間であった 2010 年から 2017 年の間に大きく変化しており、平均的に
より利益追求型に変化しており、より資本集約的になっていたことが分かった。 

（２） 金利キャップの影響に関しては、規制後に金融機関の一件あたり貸出残高が有意に
上がっていたことや無担保でのローンの貸出が減少したことが明らかになった。ま
た、金利キャップ以後で貧困層と思われる家計の金融アクセスが減っていたことも
明らかになった。 
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